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富 山医科薬科大学 救急 ・ 災害医学
は じ め に
日 本救急医学会 に よ る 国際標準の心肺蘇生法の普及
啓発を 全国 レ ベ ル で展開す る 試みの一環 と し て第11回
日 本救急学会ACLS基礎 コ ー ス お よ び指導者養成 ワ ー
ク シ ョ ッ プ 1 ） を 平成16年 4 月 3 日 （ 土 ） ～ 4 日 （ 日 ） ， 日
本救急医学会北陸地方会 と し て企画 し 開催 し た 。 会場
は ， 金沢大学医学部附属病院の l 階合同 カ ン フ ァ レ ン
ス ル ー ム 及 び研修室で あ り 4 月 3 日 （ 第一 日 目 ） に
ACLS基礎 コ ー ス を ， 4 月 4 日 （ 第二 日 目 ） に 指導者
養成 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し た 。 参加者 は イ ン ス ト ラ
ク タ ー30名， 受講生44名であ り ， 日 本救急医学会主催
の コ ー ス は， 今回の北陸での 開催で全国 を 一巡 し た 。
以 降 は ， ICLS コ ー ス と し て 認定制度等が発足 し 全 国
展 開 がすすめ ら れて い る 。
イ ン ス ト ラ ク タ ー お よ び受講者の選考
イ ン ス ト ラ ク タ ー お よ び、受講者 を 日 本救急医学会の
メ ー ル リ ス ト で募集 し たが， 定員 の倍以上 の 申 し込み
があ っ た そ の た め ， 地域性 を 重視 し基本的 に北陸地区
を 優先 し て イ ン ス ト ラ ク タ ー ・ 受講者の選考 を行っ た 。
次 に ， 北陸地方会 と 合同が予定 さ れて い る 東海地方会
か ら も 重点 的 に 選考 し た 。 こ こ で は経験の浅い イ ン ス
ト ラ ク タ ー の 指導者の育成 も 意図 し選考 を 行 っ た 。 最
後 に ， 全国各地の コ ー ス と 質 と 整合性 を 保つ意味で，
日 本救急医学会の イ ン ス ト ラ ク タ ー 実績評価等 を 参考
に全て の 地方会か ら 追加招轄を行っ た。 こ の際， 各ブー
ス の イ ン ス ト ラ ク タ ー の配置 と 組合せ も 念頭 に 置 き 十
分な検討 を 行 っ た 。 受講生 は ， や は り 全て の 地方会 と
特定な科に偏 ら ず病 院 内 での様々 な所属科 を 網羅す る
こ と に 配慮 し た 。 ま た ， 将来の各県での 開催を意図 し，
北陸地区， 特 に主催者の地元であ る 富山県内の関係者
は ， タ ス ク フ ォ ー ス 等 と し て の参加 を 呼びかけ た 。
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開催準備
前述の イ ン ス ト ラ ク タ ー お よ び受講者の選考作業 と
並行 し て ， 開催お よ そ 1 ヶ 月 前 よ り テ キ ス ト 発送， イ
ン ス ト ラ ク タ ー の宿泊や， 打合せ会会場確保な ど具体
的 な準備 を 始 め た 。 ま た ブー ス の設営は ， あ ら か じ め
図面を作成 し， 電源の位置や容量， 受講者や イ ン ス ト
ラ ク タ ー の動線な ど詳細 に検討 を 重 ね た 。 こ の 際， 協
力 ス タ ッ フ が前 回 の 第10回 コ ー ス （ 仙 台 ） を 完地見学
に行っ た際の資料が大い に役に立 っ た 。
開催前 日 の 4 月 2 日 正午に会場であ る 金沢大学附属
病 院 に 出 向 き 設営 を 行 っ た 。 同 夜 に は ， イ ン ス ト ラ ク
タ ー に よ る ミ ー テ ィ ン グ を行い， コ ー ス 全体の コ ン セ
ン サ ス と 各 ブー ス の指導方針等 に つ い て 打 ち 合 わ せ を
行っ た 。 ACLS基礎 コ ー ス を 一 日 で終え る に は 入 念 な
打合せが必要であ り ミ ー テ イ ン グ に は 4 時間 を 費 や し
た 。
運営
本 コ ー ス の全参加者 を 表 1 に ， ス ケ ジ、 ユ ー ル を 表 2
に示す。 ス タ ッ フ ， 受講者 と も 全国 よ り 参集 し て い る 。
4 月 3 日 （ 第一 日 目 ） のACLS基礎 コ ー ス ， 4 月 4 日
（ 第二 日 目 ） に指導者養成 ワ ー ク シ ョ ッ プ と も 運営ス
タ ッ フ な ら びに受講者の全面的 な協力 に よ り 運営す る
こ と がで き た 。 当 日 の受講者 の ア ン ケ ー ト に よ れば，
平成16年度 よ り 始 ま る 医師臨床研修制度 に よ り ， 院内
でACLS を 指導す る 必要に迫 ら れ受講 し た と い う 受講
者が大半であ っ た 。 コ ー ス に対す る 評価 も お お む ね 良
好であ っ た 。
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表 1 日 本救急医学会 ACLS金沢 コ ー ス 参加者所属
コ ー ス デ ィ レ ク タ ー
金沢大学医学部 血液情報発信学 （救急医学）
富 山 医科薬科大学医学部 救急 ・ 災害医学
金沢医科大学 救急医学
福井大学医学部 救急医学
コ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー
金沢医科大学 救急医学
富 山医科薬科大学医学部 救急 ・ 災害医学
イ ン ス ト ラ ク タ ー
名古屋大学医学部附属病院 集 中 治療部
市立砺波総合病院
国際医療福祉大学附属熱海病院 麻酔科
社会保険中 京病院 救急科
社会保険中 京病院 救急科
日 本医科大学多摩永山病院救命救急セ ン タ ー
国立名古屋病院 心外科 ・ 救急部主任
会津中央病院 救命救急セ ン タ ー
新潟 こ ば り 病院 心臓血管外科 ・ 救命救急室
鹿児島市立病院 麻酔科
北斗病院 麻酔科
北斗病院 麻酔科
自 衛隊横須賀 病院
医療法人 緑正歯科医院
熊本大学大学院医学薬学研究部 侵襲制御医学
順天堂大学医学部 麻酔ペ イ ン 科
千葉西総合病院 救急診療部
浜松医科大学 救急医学
九州大学医学部 麻酔 ・ 蘇生学
福井県立病院 救命救急セ ン タ ー
名古屋第一赤十字病 院 集 中 治療部
石川県立中央病院
高 岡市民病院 麻酔科 ・ 集 中 治療科
JA岐車厚生連久美愛病院 内科
相津病院 麻酔科
山形県立中央病院 循環器科
麻生飯塚病院 救急部
熊本大学大学院
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藤沢市民病院 内科 ・ 救急科
新潟県立新発田病院 麻酔科
自 治医科大学 消化器一般外科
駿河台 日 本大学病院 救急科
国立栃木病院 脳神経外科
東京都立墨東病院 救命救急セ ン タ ー
秋田厚生連仙北組合総合病院 麻酔科
国立水戸病院 救命救急セ ン タ ー
藤田保健衛生大学病院 脳神経外科
日 本医科大学付属多摩永山病院 救命救急セ ン タ ー
青森県立 中央病院 地域支援室
京都南病院
名古屋記念病院 外科
金沢大学医学部付属病院 麻酔科蘇生科
千葉大学医学部付属病 院 救急部 ・ 集 中 治療部
富山市立富 山市民病院 外科
大阪赤十字病院 救急部
長岡赤十字病院 救命救急セ ン タ ー
飯田市立病院 小児科
横浜労災病院 救急部
手稲渓仁会病院 救急部
関 中央病院 外科
福岡赤十字病院 救急部
埼玉医科大学総合医療セ ン タ ー 高度救命救急セ ン タ ー
自 衛隊中央病院 内科
横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター 高度救命執急センター
松下記念病院 麻酔科
富山県立 中 央病院 救命七 ン タ ー科
社会保険滋賀病院 循環器内科
や わ た メ デ イ カ ルセ ン タ ー 循環器科
指導者養成 ワ ー ク シ ョ ッ プのみ
昭和大学横浜市北部病院 脳神経外科
大津市民病院 救急診療科
鳥取大学医学部 救急災害医学分野
名古屋大学 脳神経外科
濁協医科大学越谷病 院 救急医療科
名古屋第一赤十字病 院 救急部
東海大学医学部 救命救急医学 ・ 救命救急セ ン タ ー
富山医科薬科大学医学部 救急 ・ 災害医学
駿河台 日 本大学病院 救急科
名古屋第一赤十字病院 研修医
富 山県厚生連高岡病院 救命救急セ ン タ ー
飯田市立病院 内科
筑波大学附属病院 小児科
富 山市立富 山市民病院 内科
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図 1 基礎 コ ー ス の実際 図 2 ワ ー ク シ ョ ッ プの オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
表 2 基礎 コ ー スな ら びにワ ー ク シ ョ ッ プのスケ ジ．ユ ール
基礎 コ ー ス ワ ー ク シ ョ ッ フ。
～ 9 : 00 受付 ～ 9: 00 受付
9 : 00 ～ 9 : 20 開会の言葉 · ACLS概説 9 : 00 ～ 9 : 15 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
【実技ス テ ー シ ョ ン l 130分 9 : 15～ 9 : 30 「成人教育j に つ い て
9 : 30 ～ 10 : 10 モ ニ タ ー 除細動 9:40 ～ 1 1 : 30 【基礎ス キ ルス テ ー シ ョ ン l 70分
10 : 10 ～ 10 : 20 休憩 9:40～10 : 10  チェ ッ ク リ ス ト を活用 したフ ィ ー ドノTッ ク
10 : 20 ～ 11 : 00 BLS 
1 1 : 00 ～ 1 1 : 10 休憩 10 : 10 ～ 10 : 20 休憩
11 : 10 ～ 1 1 : 50 気道 と 挿管 10 :20 ～ 10 :50 コ ー ス での効果的指導法
1 1 : 50 ～ 12 : 40 ［昼食l 50分
12 :40 ～ 1 2 : 55 ［ デモ l 15分 10 :50 ～ 1 1 : 00 休憩
［ コ ー ド ス テ ー シ ョ ン l 160分 1 1 : 00 ～ 1 1 :30 ACLSシ ミ ュ レ ー タ ー の操作法
13 :00 ～ （ 適宜 Primary ABCD 
休憩 ） ～ 14 : 20 VF /Pulseless VT 1 1 : 30～12 : 30 
［昼食 ・ コ ー ス コ ー デ イ ネ ー ト の仕
方 に つ い て （ 1 1 :50～約20分） ］ 60分
14 :20 ～ 14 : 30 休憩 12 :30 ～ 14 : 55 ［ ロ ー ル プ レ イ ス テ ー シ ョ ン l 145分
14 :30 ～ 15 : 20 PEA/ Asystole 12 :30～12 : 45 ロ ー ル プ レ イ の説明
1 5 : 20 ～ 15 : 30 休憩
15 :30 ～ 16 : 20 メ ガ コ ー ド 12 :45 ～ 14 : 55 VF /Pulseless VT, PEA, Asystole 
16 :20 ～ 16 : 30 休憩 14:55～ 15 :05 休憩
16 :30 ～ 17 : 40 ［試験l 70分 15 :05 ～ 16 : 30 【 デ イ ス カ ッ シ ョ ン l (85分）
10分 試験の 説明 15 :05～15 :30 グ ル ー プセ ッ シ ョ ン （25分）
60分 メ ガ コ ー ド テ ス ト 1 人10分 15 :30～15 :35 休憩
17 :40 ～ 18 : 00 【修了式】 15 :35～16 : 15  プ レ ナ リ ー セ ッ シ ョ ン （40分）
19 :00 ～ 2 1 : 00 【懇親会】 16 : 15 ～ 16 : 30 修了式 ( 15分）
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考察
心肺蘇生法の普及啓発は， 従来， わが国 で は ， 消防
署 に よ る 普通救命講習 と 日 本赤十字社 に よ る 講習会が
主流であ っ た 。 近年， 米国のAHA(American Heart 
Association） の ガイ ド ラ イ ン に よ る 勉強会が， 「草の
根」 的 に立 ち 上が り ， ACLS コ ー ス と し て定着す る 兆
し を みせ て い た 。 こ の 「草の根」 活動が， 2000年 に発
表 さ れたAHA Guidelines 2000 （ 以下 ， G2000 ） を 契
機 と し て活性化 し全国各地でACLS コ ー ス が 開 催 さ れ
る よ う に な っ た 2 ト 6 ）。 こ の時点で， わが国のACLSコ ー
ス に は ， 公認の も の ， 非公認の も の ， 2 日 コ ー ス ， 1 
日 コ ー ス な どが混在 し ， 時 と し て認定の あ り 方 を 巡っ
て 見解の不一致がみ ら れる な ど， 受講者の側か ら みれ
ば混乱 し た状態 と な っ た 。 そ の 原 因 と し て ， 暗黙の 内
に認め ら れる 善意の意味での普及啓発 と コ ー ス の大規
模化 に よ る 経費 の増大 と の ア ン バ ラ ン ス が指摘 さ れ，
国 内での何 ら かの指標づ く り の気運が高 ま っ た 。
ACLS コ ー ス の 指標 と し て は ， 米 国 の AHAの 公認
の コ ー ス が存在 し ， 国 内で も 公認の イ ン ス ト ラ ク タ ー
に よ る コ ー ス が開 催 さ れて い る 。 こ れは ， 一義的 に ，
AHA の 日 本 国 内 で の 公認 団 体で あ る NPO 法 人 日 本
ACLS協会 に よ り 運営 さ れて い る 。 こ れ と は別 個 に
と り あ えず圏内で、現在蘇生 に 関 わ っ て い る 医 師 に最初
の 10分間 の救命手技 だ け で も 統一 し よ う と い う 現実的
な 動 き 7 ） があ り ， 日 本救急医学会 に よ り コ ー ス 開発が
行 わ れ た 1 ） 。
今回， 開催 し た第11回 日 本才孔君、医学会ACLS基礎コ ー
ス お よ び指導者養成 ワ ー ク シ ョ ッ プは ， 日 本救急医学
会 に よ り 開発 さ れて い る コ ー ス であ り ， 第11 回 を も っ
て 全地方会 を 一巡 し ， 初期の 目 的 は達成 さ れた 。 今後
は ， 日 本救急医学会ICLS コ ー ス と 名称 を 改め ， 公 開
さ れた 内容 に 基づ き 一定の基準 を満たす コ ー ス であ れ
ば， 幅広 く コ ー ス と し て認定蘇生の技術の底上げを 目
指す方針であ り ， 富 山 県 内 に お い て も 認定ICLS コ ー
ス の 開 催 を 計画 し て い る 。 ま た ， ACLSの弱 点 と も い
え る 急性期 の 意識障害の評価法 を 強化 し ， わが国の国
民病 と も い え る 脳卒 中 を 対象 と し た コ ー ス の 開発研究
も 進め て お り こ の よ う な off the job training の シ ス
テ ム 開発は ま す ま す重要性が高 ま る も の と 考 え る 。
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